






























The influential factors on psychological research activity and attitude 
toward evidence-based practice in psychology: From the perspective  



































活 か す こ と が あ げ ら れ る（Kahn & 
Schlosser，2014）。先行研究では，研究に
関する知識・技能・態度を促す大学院教育
のあり方を検討する Research Training 
Environment（以下，RTE）に関する研究



















































































に 指 摘 さ れ て き た（e.g., Barnett et al., 
2007）。一方，心理専門職と社会心理学者
の職業選択に関する動機と過去経験を調査








































































































































































































大学院生 度数（％） 111（42.7） 86（33.1） 63（24.2） 260（100）
調整済み残差 2.00 ︲2.60 .70
心理専門職 度数（％） 56（33.1） 77（45.6） 36（21.3） 169（100）




















































Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ
研究に関する教育訓練環境尺度
（1）肯定的な研究指導・サポート 4.05 .80 3.95 .85 3.82 .83 2.53 † CL1 > CL3
（2）研究と臨床のつながりの学習 3.81 .78 3.70 .94 3.66 .85 1.17
（3）研究・分析に必要な学習環境 3.63 .77 3.54 .78 3.59 .73 .53
（4）教員の研究活動への意欲 3.58 .82 3.45 .96 3.49 .83 .95
研究活動への興味・関心 3.96 .91 4.03 .99 4.08 .85 .59
研究活動における自信 2.63 .75 2.78 .76 2.74 .68 1.63
国内学会への参加・発表回数 6.53 11.25 11.16 17.92 7.11 12.59 4.79 ** CL2 > CL1, 3
海外学会への参加・発表回数 .49 2.69 .53 1.92 .23 .95 .69
研究論文の執筆経験 .86 3.31 1.52 4.36 1.14 4.39 1.12
臨床実践に関するエビデンスへの態度尺度
（1）研究知見・技能の臨床的有用性 4.21 .49 4.18 .49 4.17 .50 .22
（2）実証研究に基づく臨床実践への意識 3.11 .51 3.25 .53 3.07 .55 4.51 * CL2 > CL1, 3
（3）心理学分野の多様な知見や研究者への関心 4.19 .63 4.15 .67 4.09 .63 .84
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